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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第196期

第１四半期
連結累計期間

第197期
第１四半期
連結累計期間

第196期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

営業収益 (百万円) 143,232 139,219 574,334

経常利益 (百万円) 13,483 15,867 56,006

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 7,582 10,643 27,277

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 13,414 6,835 21,473

純資産額 (百万円) 404,910 414,840 411,282

総資産額 (百万円) 1,579,454 1,563,813 1,592,475

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 7.10 9.94 25.54

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 7.08 ― 25.47

自己資本比率 (％) 24.43 25.22 24.56
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　営業収益には、消費税等は含まれておりません。

３　第197期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、新株予約権の権利行

使期間満了に伴い、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】
当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の
リスク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】
当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　
(1)業績の状況
当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続くなかで、政府の経済政策等により、景気

は緩やかな回復基調で推移しているものの、金融資本市場の変動の影響等、先行き不透明な状況となっております。
このような情勢下にありまして、当社グループでは、安全はすべての事業の根幹であるとの認識のもと、「東武グ

ループ中期経営計画2014～2016」にもとづき、将来にわたる持続的成長を目指し各種施策を実施いたしました。
また、本年５月には東武グループ事業エリアの知名度向上や魅力の周知のため、グループ横断的な組織として、グ

ループインバウンド情報発信室を新設し、ＳＮＳを活用するとともに海外のＰＲ会社との連携も深め、広く東武グ
ループ事業エリアへの誘致に努めてまいりました。
当第１四半期連結累計期間の連結業績は、営業収益は139,219百万円（前年同期比2.8％減）、営業利益は16,424百

万円（前年同期比2.0％増）、経常利益は15,867百万円（前年同期比17.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益
は10,643百万円（前年同期比40.4％増）となりました。
セグメント情報の業績を示すと、次のとおりであります。
 
（運輸事業）

本年５月18日、東上本線大山駅～中板橋駅間において列車脱線事故が発生いたしました。お客様、沿線にお住
まいの皆様並びに株主の皆様に対し、多大なご迷惑とご心配をおかけしましたことにつきまして深くお詫び申し
上げます。事故原因は現在も国土交通省の運輸安全委員会により調査中であり、当社としても、「輸送の安全」
に係る重大な事故と認識し、全力をあげて原因究明に努めております。
鉄道業におきまして、竹ノ塚駅付近の高架化工事を推進し、下り急行線の高架橋を使用開始したほか、岩槻駅

の橋上化が完成し、東西自由通路の一部を使用開始いたしました。また、鉄道輸送の安全のための取り組みをご
理解いただくため、６月に「2016安全報告書」を当社ホームページで公開いたしました。
営業面では、友好協定を締結している台湾鉄路管理局と連携し、台湾からの誘客をはかることを目的に、特急

「りょうもう」号１編成の塗装を台湾鉄路管理局自強号「普悠瑪」の車両デザインに変更するとともに、新たに
「台鉄専用館林・足利市往復きっぷ」を設定しました。また、蒸気機関車（ＳＬ）の復活運転に向けた取り組み
においては、公式Facebookおよび公式ホームページを開設し、車両・施設計画概要を公開しました。
バス・タクシー業におきまして、東武バスイースト㈱では、大型ショッピングモールの開業に合わせ、柏駅発

の既存バス路線を大幅に増回したほか、停留所を新設し増収に努めました。また、東武バスセントラル㈱では、
草加市内においてコミュニティバス２路線を新設し地域住民の利便性向上に努めました。
運輸事業全体としては、営業収益は54,535百万円（前年同期比0.0％増）、営業利益は11,141百万円（前年同期

比3.8％増）となりました。
 

（レジャー事業）
スカイツリー業におきまして、「東京スカイツリー®」では、「SKYTREE ROUND THEATER®」での「WIPE UP！」

公演や、放送開始50年を記念しウルトラマンシリーズとのコラボレーション空間を演出した「東京スカイツリー
ウルトラ作戦第634号」等の各種イベントや多彩な特別ライティングを実施し、話題性の向上と集客に努めたほ
か、強風時にも通常の営業継続が可能となるよう、３基目の天望シャトル（エレベーター）改修工事に着手いた
しました。
ホテル業におきまして、昨年度実施した銀座・錦糸町・成田における客室一部リニューアル効果により、欧米

からのビジネス客や海外個人旅行者のニーズが高まり、さらなる増収に努めました。
また、平成27年10月より旧高輪東武ホテルの改装工事を行い、平成28年８月に品川東武ホテルとしてリニュー

アルオープンいたしました。
遊園地・観光業におきまして、「東武動物公園」では、開園35周年記念事業の一環として、親子３世代で楽し

めるレジャー施設を目指し、開業以来初の植物エリア「ハートフルガーデン」をオープンいたしました。「東武
ワールドスクウェア」においても、「台湾ランタンフェスティバル」を開催するなど集客に努めました。
スポーツ業におきまして、㈱東武スポーツでは、ジムやスタジオに特化した小型店の「ネオス」２号店である

「ＴＯＢＵフィットネスパークネオス鎌ヶ谷」を出店いたしました。
レジャー事業全体としては、営業収益は17,881百万円（前年同期比4.6％減）、営業利益は772百万円（前年同

期比15.6％減）となりました。
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（不動産事業）
スカイツリータウン業におきまして、「東京ソラマチ®」では、春休み、ゴールデンウィークなどの季節に応じ

たイベントや開業４周年記念イベントによる集客施策並びに各種販売促進策を実施し、誘客および収益確保をは
かりました。
不動産賃貸業におきまして、保有資産を有効活用し安定的な収益確保および沿線価値の向上をはかるため、昨

年度末にグランドオープンした「エキア成増」について順調に営業を継続させたほか、池袋西口地下店舗「イケ
チカダイニング」を順次リニューアルオープン、駅および周辺施設の充実と増収に努めました。また、当社で
は、子育て世代のご家族が住みやすい環境を整備し、沿線定住人口増加を目的として保育所・学童保育所の開設
に力を入れており、平成28年４月には高架下等の当社所有地に新たに３か所開設いたしました。これにより、当
社が沿線に開設した保育施設は合計12か所となりました。
不動産分譲業におきまして、当社では、沿線価値向上と沿線定住人口増加を目的として、「ソライエ柏豊四

季」（柏市豊四季）のマンションおよび「ソライエ清水公園アーバンパークタウン」（野田市清水公園東）等の
戸建、滑川町月の輪等の土地を販売いたしました。
不動産事業全体としては、営業収益は11,763百万円（前年同期比10.3％減）、営業利益は3,326百万円（前年同

期比2.2％減）となりました。
 

（流通事業）
流通業におきまして、㈱東武百貨店では、池袋店において、「初夏の大北海道展」・「東武春の絵画市2016」

を開催し、集客に努めました。㈱東武宇都宮百貨店では、栃木市役所店が開業２周年を迎え「開店２周年記念
祭」を開催するなど、地域に密着した店づくりの強化に取り組みました。東武商事㈱では、岩槻駅構内等２か所
でコンビニエンスストアをオープンし、増収に努めました。
流通事業全体としては、営業収益は48,868百万円（前年同期比3.0％減）、営業利益は439百万円（前年同期比

64.8％増）となりました。
　

（その他事業）
建設業におきまして、東武建設㈱では、上三川町において冷凍物流センターの新築工事を進めたほか、東武谷

内田建設㈱では、墨田区において美術館新築工事を、東武緑地㈱では、墨田区において公園再整備工事をそれぞ
れ完成させ、増収に努めました。
その他事業全体としては、営業収益は18,982百万円（前年同期比0.6％増）、営業利益は731百万円（前年同期

比4.5％減）となりました。
 

(2)財政状態の分析
当第１四半期連結会計期間末の総資産は、減価償却の進行による有形固定資産の減少等により1,563,813百万円とな

り、前連結会計年度末と比べ28,661百万円（前期比1.8％減）の減少となりました。
負債は、有利子負債が減少したこと等により1,148,973百万円となり、前連結会計年度末と比べ32,219百万円（前期

比2.7％減）の減少となりました。
純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により414,840百万円となり、前連結会計年度末と比べ

3,557百万円（前期比0.9％増）の増加となりました。
 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題
当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。
なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会社

法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。
　

①　基本方針の内容
当社は、企業価値および株主共同の利益の確保・向上ならびに当社の基幹事業である運輸業における輸送の安

全を確保するための取り組みを一層推進してまいりますが、近時、わが国の株式市場等においては、買付の対象
となる会社の経営陣の賛同を得ることなく、一方的に大量の株式の買付を強行するといった事例がみられるよう
になりました。
もとより、当社は、株式の大量買付であっても、当社の株主共同の利益の確保・向上ならびに輸送の安全の確

保・向上に資するものであれば、これを一概に否定するものではありません。
しかしながら、株式の大量買付の中には、その目的等から見て企業価値および株主共同の利益ならびに輸送の

安全の確保・向上に対する明白な侵害をもたらすもの、株主様に株式の売却を事実上強要するおそれがあるも
の、対象会社の取締役会や株主様が買付の条件等について検討し、あるいは対象会社の取締役会が代替案を提案
するための十分な時間や情報を提供しないもの等、対象会社の企業価値および株主共同の利益ならびに輸送の安
全の確保・向上に資さないものも少なくありません。
当社は、信頼の確立、成長基盤の確立を基に継続的に企業価値および株主共同の利益を確保・向上させていく

ために、経営の根底にある「安全・安心」の提供や鉄道事業者としての公共的使命に関する基本的な考え方を、
今後も引き続き維持・推進していくことが不可欠であると考えます。
東武グループでは、「東武グループ中期経営計画2014～2016」を策定し、前中期経営計画「東武グループ中期

経営計画2010～2013」期間中に実現した東京スカイツリータウンプロジェクトを含めた各事業の収益基盤の強化
に注力することに加え、2020年も見据えた今後の収益源となる事業創出に取り組み、将来にわたる持続的成長を
目指しております。
このような経営戦略が、当社株式の大量買付を行う者により短期的な利益のみを追求するような経営に変わる

ようなことがあれば、当社の企業価値および株主共同の利益ならびに輸送の安全の確保・向上は損なわれること
になります。
こうした事情に鑑み、当社取締役会は、当社株式に対する不適切な買付により当社の企業価値および株主共同

の利益ならびに輸送の安全の確保・向上が毀損されることを防止するためには、買付に応じるべきか否かを株主
様が判断し、あるいは当社取締役会が代替案を提案するために必要な情報や時間を確保すること、および株主様
のために買付者等と交渉を行うこと等を可能とするための体制を、平時において整えておくことが必要不可欠と
考えております。
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②　具体的な取り組み
(ⅰ)会社の財産の有効な活用、適切な企業集団の形成その他の基本方針の実現に資する特別な取り組み

当社の株主共同の利益の確保・向上ならびに輸送の安全の確保・向上に向けて、当社を中核とする東武グ
ループは、信頼の確立と成長基盤の確立を基に事業活動を推進しておりますが、この事業活動の根幹にあるも
のが「安全・安心」の提供であり、すべての事業における信頼の基礎である「安全・安心」を提供し続けるこ
とが、東武グループ全体の企業価値および株主共同の利益の確保・向上の根幹をなすものと考えております。
また、当社は、東武グループの中長期的な成長のため運輸事業を中心に、レジャー、不動産、流通、その他

の各セグメントにおいて収益拡大を継続できる経営基盤の強化に努めることで、引き続き企業価値および株主
共同の利益の確保・向上をはかってまいる所存であります。
 

(ⅱ)基本方針に照らして不適切な者によって会社の財務および事業の方針の決定が支配されることを防止するため
の取り組み
当社は、平成27年６月26日開催の定時株主総会において「当社株式の大量買付行為に関する対応策（買収防

衛策）」（以下「本プラン」といいます。）の導入について承認を得ております。
本プランは、当社株式等の大量買付行為が行われる場合に、株主様が適切な判断をするために必要・十分な

情報と時間を確保するとともに、買収者との交渉の機会を確保することなどにより、当社の企業価値および株
主共同の利益の確保・向上ならびに輸送の安全を確保・向上させることを目的としています。
本プランは、当社が発行者である株券等について、保有者およびその共同保有者の株券等保有割合が20％以

上となる買付、または当社が発行者である株券等について、公開買付に係る株券等の株券等所有割合およびそ
の特別関係者の株券等所有割合の合計が20％以上となる公開買付（以下「買付等」と総称し、買付等を行おう
とする者を「買付者等」といいます。）を対象とします。
当社の株券等について買付等が行われる場合、当該買付等に係る買付者等には、買付内容等の検討に必要な

情報および本プランに定める手続きを遵守する旨の誓約文言等を記載した書面の提出を求めます。その後、当
社の業務執行を行う経営陣から独立している委員のみから構成される独立委員会が買付者等から提出された情
報や、当社取締役会が必要に応じて提出する買付者等の買付等の内容に対する意見およびその根拠資料、当該
買付等に対する代替案について、評価・検討するものとします。独立委員会は、必要に応じて、独立した第三
者の助言を得たうえ、買付等の内容の検討、当社取締役会の提示した代替案等の検討、買付者等との協議・交
渉、当社取締役会等を通じた株主に対する情報開示等を行います。
独立委員会は、買付者等が本プランに定められた手続きを遵守しなかった場合、または買付等の内容の検討

等の結果、買付者等による買付等が企業価値および株主共同の利益ならびに輸送の安全の確保・向上に対する
明白な侵害をもたらす恐れのある買付等であるなど、本プランに定める要件のいずれかに該当し、新株予約権
の無償割当てを実施することが相当であると判断した場合には、当社取締役会に対して、新株予約権の無償割
当てを実施すべき旨の勧告を行います。なお、独立委員会は、新株予約権の無償割当てを実施することが相当
であると判断した場合でも、新株予約権の無償割当てを実施することについて株主総会の決議を経ることが相
当であると判断した場合には、当社取締役会に対して、株主総会を招集し、新株予約権の無償割当ての実施に
関する議案を諮ることの勧告を行います。この新株予約権は、１円を下限とし当社株式１株の時価の２分の１
の金額を上限とする金額の範囲内で、当社取締役会が新株予約権無償割当て決議において定める金額を払い込
むことにより、原則として当社株式１株を取得することができるものですが、買付者等による権利行使が認め
られないという行使条件が付されています。また、当社が買付者等以外の者から当社株式と引換えに新株予約
権を取得することができる旨の取得条項が付されており、当社がかかる条項に基づく取得をする場合、新株予
約権１個と引換えに、対象株式数に相当する数の当社株式を交付することができるものとします。当社取締役
会は、独立委員会の上記勧告を最大限に尊重して新株予約権無償割当ての実施または不実施等の決議をするも
のとします。ただし、当社取締役会は、独立委員会から、株主総会を招集し、新株予約権の無償割当ての実施
に関する議案を諮ることの勧告を受けた場合には、実務面を含め株主総会の開催が著しく困難な場合を除き、
速やかに株主総会を招集し、新株予約権による無償割当ての実施に関する議案を付議する旨決議するものとし
ます。当社取締役会は、上記決定を行った場合には速やかに、当該決議の概要その他当社取締役会が適切と判
断する事項について情報開示を行います。
本プランの有効期間は平成27年６月26日開催の定時株主総会終了後３年以内に終了する事業年度のうち最終

のものに関する定時株主総会の終結の時までです。ただし、有効期間の満了前であっても、当社の株主総会に
おいて本プランに係る新株予約権の無償割当てに関する事項の決定についての取締役会への上記委任を撤回す
る旨の決議が行われた場合、または、当社取締役会により本プランを廃止する旨の決議が行われた場合には、
本プランはその時点で廃止されるものとします。
本プラン導入後であっても、新株予約権無償割当てが実施されていない場合、株主の皆様に直接具体的な影

響が生じることはありません。他方、新株予約権無償割当てが実施された場合、株主の皆様が新株予約権行使
の手続きを行わないとその保有する株式の価値は希釈化される場合があります（ただし、当社が当社株式を対
価として新株予約権の取得を行った場合、その保有する株式の希釈化は生じません。）。
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(ⅲ)具体的取り組みに対する当社取締役会の判断およびその理由

前記②(ⅰ)に記載した取り組みは、いずれも当社の企業価値および株主共同の利益の確保・向上ならびに輸
送の安全の確保・向上に資する具体的方策として策定されたものであり、当社の基本方針に沿うものです。
また、本プランは前記②(ⅱ)記載のとおり、企業価値および株主共同の利益ならびに輸送の安全を確保・向

上させる目的をもって導入されたものであり、当社の基本方針に沿うものです。とくに、本プランは当社の株
主総会において決議がなされ導入しているため、株主意思を重視するものであること、その内容として合理的
な客観的発動要件が設定されていること、当社の業務執行を行う経営陣から独立している委員のみから構成さ
れる独立委員会を設置し、本プランの発動に際しては必ず独立委員会の判断を得ることが必要とされているこ
と、独立委員会は当社の費用で独立した第三者の助言を得ることができるとされていること、独立委員会か
ら、株主総会を招集し、新株予約権の無償割当ての実施に関する議案を諮ることの勧告を受けた場合には、実
務面を含め株主総会の開催が著しく困難な場合を除き、速やかに株主総会を招集し、新株予約権による無償割
当ての実施に関する議案を付議するとされていること、本プランは有効期間を約３年間と定め、有効期間の満
了前であっても当社の株主総会または取締役会によりいつでも廃止できるとされていることなどにより、その
公正性・客観性が担保されており、合理性を有し、企業価値および株主共同の利益の確保・向上ならびに輸送
の安全の確保・向上に資するものであって、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではありません。

　
(4)研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 2,000,000,000

計 2,000,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成28年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年８月15日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 1,075,540,607 1,075,540,607
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は
1,000株であります。

計 1,075,540,607 1,075,540,607 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成28年４月１日～
平成28年６月30日

― 1,075,540,607 ― 102,135 ― 52,511
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）にもとづく株主名簿による記載をしておりま

す。

① 【発行済株式】

   平成28年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）
 普通株式　   5,039,000
（相互保有株式）
 普通株式　　　  20,000

― ―

完全議決権株式(その他)  普通株式　1,066,915,000 1,066,915 ―

単元未満株式  普通株式　 　3,566,607 ― ―

発行済株式総数 　　　　　 1,075,540,607 ― ―

総株主の議決権 ― 1,066,915 ―
 

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式9,000株（議決権の数９

個）が含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、野田開発興業株式会社所有の相互保有株式399株、当社所有の自己

株　式652株および証券保管振替機構名義の株式860株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成28年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
東武鉄道株式会社

東京都墨田区押上１－１－２ 5,039,000 ― 5,039,000 0.46

(相互保有株式)
野田開発興業株式会社

千葉県野田市柳沢24－６ 20,000 ― 20,000 0.00

計 ― 5,059,000 ― 5,059,000 0.47
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成28年４月１日から平成

28年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

東武鉄道株式会社(E04094)

四半期報告書

 9/19



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 32,746 24,783

  受取手形及び売掛金 57,225 50,692

  分譲土地建物 22,484 22,943

  その他 36,155 35,630

  貸倒引当金 △252 △202

  流動資産合計 148,359 133,847

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 562,306 559,636

   土地 618,385 619,271

   その他（純額） 134,159 127,974

   有形固定資産合計 ※２  1,314,851 ※２  1,306,883

  無形固定資産 30,091 29,281

  投資その他の資産   

   投資有価証券 ※５  68,980 ※５  63,330

   その他 32,326 32,607

   貸倒引当金 △2,133 △2,135

   投資その他の資産合計 99,172 93,802

  固定資産合計 1,444,116 1,429,966

 資産合計 1,592,475 1,563,813
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 42,291 35,257

  短期借入金 ※３,※４  55,435 ※３,※４  60,936

  1年内返済予定の長期借入金 ※３  73,418 ※３  73,093

  1年内償還予定の社債 ※３  31,000 ※３  33,500

  引当金 7,160 7,827

  災害損失引当金 139 116

  その他 160,594 138,459

  流動負債合計 370,039 349,190

 固定負債   

  社債 ※３  127,000 ※３  124,500

  長期借入金 ※３  501,152 ※３  493,556

  引当金 1,489 1,418

  退職給付に係る負債 48,235 48,464

  その他 133,276 131,843

  固定負債合計 811,153 799,782

 負債合計 1,181,193 1,148,973

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 102,135 102,135

  資本剰余金 70,576 70,577

  利益剰余金 152,735 158,641

  自己株式 △2,501 △2,507

  株主資本合計 322,947 328,847

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 19,216 15,356

  土地再評価差額金 44,992 46,465

  為替換算調整勘定 143 88

  退職給付に係る調整累計額 3,890 3,647

  その他の包括利益累計額合計 68,242 65,558

 非支配株主持分 20,092 20,434

 純資産合計 411,282 414,840

負債純資産合計 1,592,475 1,563,813
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

営業収益 143,232 139,219

営業費   

 運輸業等営業費及び売上原価 97,722 95,617

 販売費及び一般管理費 29,400 27,177

 営業費合計 127,123 122,794

営業利益 16,108 16,424

営業外収益   

 受取配当金 669 733

 保険配当金 437 453

 その他 534 530

 営業外収益合計 1,641 1,717

営業外費用   

 支払利息 2,302 2,094

 その他 1,964 179

 営業外費用合計 4,266 2,274

経常利益 13,483 15,867

特別利益   

 固定資産売却益 9 553

 工事負担金等受入額 213 132

 その他 26 65

 特別利益合計 249 751

特別損失   

 固定資産除却損 185 253

 固定資産圧縮損 202 125

 その他 219 150

 特別損失合計 607 529

税金等調整前四半期純利益 13,124 16,089

法人税、住民税及び事業税 4,763 5,008

法人税等調整額 466 83

法人税等合計 5,229 5,092

四半期純利益 7,895 10,997

非支配株主に帰属する四半期純利益 312 353

親会社株主に帰属する四半期純利益 7,582 10,643
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 7,895 10,997

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 5,075 △3,867

 土地再評価差額金 163 0

 為替換算調整勘定 △8 △55

 退職給付に係る調整額 281 △247

 持分法適用会社に対する持分相当額 7 8

 その他の包括利益合計 5,519 △4,162

四半期包括利益 13,414 6,835

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 13,097 6,494

 非支配株主に係る四半期包括利益 317 340
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報
告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属
設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。
この結果、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微

であります。

　　(追加情報)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第１
四半期連結会計期間から適用しております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

１ 偶発債務

連結会社以外の会社等の銀行借入金等に対して、次のとおり債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

埼玉県住宅供給公社 2,329百万円 2,329百万円

(財)渡良瀬遊水地アクリメーショ
ン振興財団

1,032百万円 1,032百万円

宅地ローン 347百万円 344百万円

その他 1百万円 1百万円

計 3,711百万円 3,708百万円
 

 

２ 事業用固定資産の取得価額から控除した工事負担金等は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

 238,929百万円 239,369百万円
 

 

３ 純資産額及び利益の維持に係る財務制限条項

前連結会計年度(平成28年３月31日)

当社における借入金のうち390,225百万円については、各年度の決算期における連結または連結及び単体の貸

借対照表における純資産または旧資本の部の金額を前年同期比75％以上に維持することを確約しております。

あわせて、上記借入金390,225百万円のうち2,180百万円については、各年度の決算期における連結及び単体

の損益計算書に示される当期純損益が２期連続して損失とならないようにすることを確約しており、95,160百

万円については、各年度の決算期における連結及び単体の損益計算書に示される経常損益が２期連続して損失

とならないようにすることを確約しております。

また、当社が発行している社債のうち30,000百万円については、各年度の決算期における単体の損益計算書

に示される経常損益が２期連続して損失となった場合、当該債務について期限の利益を喪失することもありま

す。
　

当第１四半期連結会計期間(平成28年６月30日)

当社における借入金のうち393,905百万円については、各年度の決算期における連結または連結及び単体の貸

借対照表における純資産または旧資本の部の金額を前年同期比75％以上に維持することを確約しております。

あわせて、上記借入金393,905百万円のうち2,180百万円については、各年度の決算期における連結及び単体

の損益計算書に示される当期純損益が２期連続して損失とならないようにすることを確約しており、92,720百

万円については、各年度の決算期における連結及び単体の損益計算書に示される経常損益が２期連続して損失

とならないようにすることを確約しております。

また、当社が発行している社債のうち30,000百万円については、各年度の決算期における単体の損益計算書

に示される経常損益が２期連続して損失となった場合、当該債務について期限の利益を喪失することもありま

す。

 

EDINET提出書類

東武鉄道株式会社(E04094)

四半期報告書

14/19



 

４ 貸出コミットメント

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行６行と貸出コミットメント契約を締結しておりま

す。なお、貸出コミットメントに係る借入未実行残高等は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

貸出コミットメントの総額 72,000百万円 72,000百万円

借入実行残高 23,355百万円 29,475百万円

差引額 48,645百万円 42,525百万円
 

 

５ 投資有価証券のうち、以下の金額については有価証券消費貸借契約により貸付を行っております。

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

 20,860百万円 20,306百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

減価償却費 12,817百万円 12,893百万円
 

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
　定時株主総会

普通株式 3,203 3.0 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

 
２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３ 株主資本の著しい変動

当第１四半期連結累計期間における剰余金の配当に関しては、「１ 配当金支払額」に記載のとおりであります。

なお、この他に該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
　定時株主総会

普通株式 3,211 3.0 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
 

 
２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３ 株主資本の著しい変動

当第１四半期連結累計期間における剰余金の配当に関しては、「１ 配当金支払額」に記載のとおりであります。

なお、この他に該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

運輸事業
レジャー
事業

不動産事業 流通事業 その他事業 計

営業収益         

(1) 外部顧客への
　　営業収益

53,691 18,318 8,834 49,597 12,789 143,232 ― 143,232

(2) セグメント間
　　の内部営業収
　　益又は振替高

834 424 4,273 773 6,073 12,378 △12,378 ―

計 54,526 18,743 13,108 50,370 18,862 155,610 △12,378 143,232

セグメント利益
又は損失（△）

10,729 915 3,401 266 766 16,079 29 16,108
 

（注）１　セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

運輸事業
レジャー
事業

不動産事業 流通事業 その他事業 計

営業収益         

(1) 外部顧客への
　　営業収益

53,523 17,501 7,405 48,123 12,664 139,219 ― 139,219

(2) セグメント間
　　の内部営業収
　　益又は振替高

1,011 380 4,357 744 6,317 12,811 △12,811 ―

計 54,535 17,881 11,763 48,868 18,982 152,031 △12,811 139,219

セグメント利益
又は損失（△）

11,141 772 3,326 439 731 16,411 12 16,424
 

（注）１　セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

EDINET提出書類

東武鉄道株式会社(E04094)

四半期報告書

16/19



 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 7円10銭 9円94銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 7,582 10,643

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利
益金額(百万円)

7,582 10,643

   普通株式の期中平均株式数(千株) 1,067,691 1,070,495

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 7円08銭 ―

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(百万円) ― ―

   普通株式増加数(千株) 3,215 ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

― ―

 

(注) １　当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、新株予約権の権利行

使期間満了に伴い、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
平成28年８月15日

東武鉄道株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   栁澤　秀樹    　 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   細矢　　聡 　   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   冨樫　高宏 　　　 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東武鉄道株式会

社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平

成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東武鉄道株式会社及び連結子会社の平成28年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上
　

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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